
1. はじめに
Lean Thinking ( リーン思考 ) が世界ではムーヴメント
となり、様々なプログレッシブマネジメントプラク
ティスのベースとなっていることを日本ではあまり知
られていないかもしれない。

そもそも Lean Thinking がどのような思考で、体系化
されたプラクティスが存在するのか、それとも
Thinking( 思考 ) だけでどのように実践したらよいか
も含めてよくわかっていないのか、といった基本的な
ことについてもほとんどの IT 人材は知らないと思われ
る。

ところが、Agile や DevOps は多くの IT 人材は聞いた
ことがあるだろう。しかし、そのベースに Lean 
Thinking があることは知られていないのかもしれな
い。

2. Lean と Agile
Lean では、ムダを無くすための考え方として、作り
過ぎのムダ、在庫のムダという観点から、バッチサイ
ズを小さくして１個流しするという考え方がある。

これは Agile ソフトウェア開発では、固定の短い時間
(Time Box) として例えば 2 週間から 4 週間という単位
(バッチサイズ )で、要件定義、設計、開発、テスト、展開、
リリースのすべてを Time Box 内で行い、2 週間から 4
週間後には、動くソフトウェアをデリバリするという
考え方に相当する。

このように Agile ソフトウェア開発では、お客様が要
求を出してから、それを入手するまでのリードタイム
を短縮できるため、ウォーターホール開発のような大
きなバッチサイズで工程を処理するようなリードタイ
ムと比較すると圧倒的な俊敏性 (Agility) が得られる。

3. Lean と DevOps
DevOps では、Dev( 開発 ) から Ops( 運用 ) までの流
れを平準化して流れを作ることを第１の道としてい
る。

この平準化して流れを整えることも、途中で仕掛品な
どの在庫を最小限に抑えるための Lean Thinking の思
考が活かされている。

さらに Lean では VSM(Value Streaming Map) という
手法で、価値の流れを見える化する。その VSM を描
くことで、価値が提供される場所であるお客様への納
品 ( デリバリ ) を起点として、上流へ遡ってムダを改
善することができるようになる。

DevOps の流れの中では、Dev を担当する方が、Ops( イ
ンフラチーム ) に環境の準備を依頼するケースがある
と思うが、そこがボトルネックで工程がとまってしま
うことが想定される。それをクラウドコンピューティ
ングのようなセルフサービスで Dev の方が環境をオン
デマンドで利用できるような仕組みを整備することで
待ち時間のムダを無くすことができる。

また、構築、テスト、展開の流れをツールで自動化して、
エラーがあった時にはそれを知らせて ( アラート ) 流

れをストップするような Lean でいう「アンドン」の
ような仕組みを導入するなどで、流れを作っていくこ
とができる。

どれも Lean Thinking である。

4. Lean と ITIL 4
ITIL の改訂版が、もうすぐリリースされるが、この
ITIL 4 もバリューストリームとなっている。

従来の ITIL 2011 Edition/V3 は、サービスライフサイ
クルをベースとしていたが、ITIL 4 ではサービスライ
フサイクルよりも上位概念としてバリューストリーム
により価値の流れを見ることができる。

これも Lean Thinking である。

4. まとめ
Agile, DevOps, ITIL 4, SIAM, VeriSM, ToC など様々なプ
ログレッシブマネジメントプラクティスの多くは、
Lean Thinking をベースとしていることがわかる。

この Lean Thinking のオリジナルはトヨタ生産方式
(Toyota Production System:TPS) であり、世界の人々
からみれば日本の企業はみんな Lean Thinking となっ
ていて Lean Enterprise になっていると勘違いされる
こともあるだろうが、ご存知のとおり Lean Thinking
になっていることのほうが少ない。

ただ、グローバルでは Lean Thinking がムーヴメント
であり、多くのマネジメントプラクティスのベースと
なっているため、日本の企業は Lean Thinking をもっ
と学ぶ必要があるだろう。
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